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特別損失の計上並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  当社は、平成 21 年３月期において特別損失を計上するとともに、平成 20 年 11 月７日に公表いたし

ました平成 21 年３月期（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）の通期業績予想を下記のとおり修

正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．特別損失の計上について 

  「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社の連結子会社において店舗の収益性の低下と今

後の見通しを検討した結果、当期末に連結ベースで 18 億 13 百万円の減損損失を特別損失として計上

いたします。 

２．平成 21 年３月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

     円 銭 

前 回 発 表 予 想(Ａ) 132,300 8,300 9,000 3,000 64.52 

今 回 修 正 予 想(Ｂ) 132,050 9,660 10,550 3,300 72.93 

増  減  額 (Ｂ)－(Ａ) △250 1,360 1,550 300 ― 

増    減    率   (％) △0.2 16.4 17.2 10.0 ― 

前期実績(平成20年３月期) 130,653 12,561 13,031 5,595 124.66 

 
３．修正の理由 

(1) 売上高は、下期からの急速な景気減速の環境のなかで、各事業において概ね予定どおり推移いた

しました。 

(2) 営業利益及び経常利益は、各事業において、客数の確保や客単価上昇に向けた諸施策の実施、経

費削減の取り組みを実施したこと等により、特にエンターテイメント事業において景気減速の影

響を最小限にとどめた結果、上記のとおり増加する見込みです。 

(3) 当期純利益は、１．で記載した減損損失を含めた特別損失が予想をやや上回りましたが、営業利

益及び経常利益が増加したことにより、上記のとおりとなる見込みです。 
 

以 上  


